
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪問合せ≫ 自治振興課 

TEL ： 551‐0290 

（内線：3521） 

FAX ： 551‐0432 

～ 市民とともに 栗東をよりよいまちに ～ 
Ｎｏ.１０４ 

 令和元年５月３１日発行 

毎月第２・第４水曜日に活動している「子ども立ち寄りステーションふ

らっと」にお邪魔しました！ 

みんなでおしゃべりするもよし！のんびり読書をするもよし！「ふらっ

と」は子どもたちが気軽に立ち寄ることができる第三の場所です。 

お邪魔した５月２２日は小学生から高校生までの子どもたちが、和気あ

いあいと「UNO」や「ワードバスケット（大人のしりとり）」などのカー

ドゲームを楽しんでいました。体験活動に来ていた中学生もすぐ 

に馴染めた模様。次回の活動はカレーづくり。今から楽しみですね。 

市民活動っていうけれど、地域課題

の解決を目指すとかできそうにない

んだけど。 

確かにそういうイメージかも！で

も、市民活動って、はじめはひとり

の思いから始まるのよ。 

 

例えば、きれいな街に住みたいって

思っても、一人じゃできることは限

られているでしょ？ 

 

そっか！仲間がいると、街をきれい

にしようと呼びかけたり、ごみゼロ

作戦みたいなこともできるね！ 

～市民活動は、日々の暮らしを 
より良く変えること～ 

なんとなく、ハードル高めなイメージがある市民

活動。地域課題の解決なんて言われると難しく感じ

ますが、実は、ひとりの思いから始まります。たと

えば、「きれいな街に住みたいけれど、川や公園に

ゴミが落ちている」と気づいたとき、「子育ての悩

みを気軽に相談し合える場所があったらいいな」と

思ったとき。日々の暮らしをより良く変えるため

に、地域も社会もよくしようと行動すれば、それは

「市民活動」の始まりです。ひとりの力は小さくて

も、声をあげることで共に活動する仲間が増え、共

感の輪が広がり、やがて社会を変える大きな力とな

っていくのです。 

「子ども立ち寄りステーションふらっと」 ふらっとＲＩＴＴＯ 

え？どういうこと？ 

そういうこと！ひとりの力は小さ

くても、思いをまわりに伝えること

で大きくなるのよ！ 

令和元年度実施「協働事業提案制度」と「元気創造

まちづくり事業（助成）」の募集を７月～８月に実

施します。具体的な日程等は７月１日発行の広報

りっとう「うますぎる栗東」に掲載 

しますのでご覧ください！ 


